
講演会

親が育つ子育て

～私が大切にしている3つのこと～
歌手 :相川 七瀬氏
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萎彰式

三行詩コンクール簑彰
スポットライトてんらんかい表彰
PTA団体表彰

事例発表

「コロナ禍での市P活動」
吹田市PTA協議会

晨示

三行詩コンクール入賞作品
広報紙コンクール入賞作品
スポットライトてんらんかい

入賞作品

令和5年二月21爾 (土)13800～16:00

(饗付開始12:15)

大阪市立阿倍野匡轟センター 大ホール
参加方法
O右記のQRコードより、個人でお申し込みください。
②各学校園を通じて、市町村PTA(連絡)協議会でまとめて申し込んでいただくことも可能です。
※参無に関しては、大阪府PTA協議会加盟の各学校園PTA会員とその家族を優先させていただきます。

先着400名

主催 :大阪府PTA協議会 後援 :大阪府教育委員会
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13:00

0式典

13:20

0表彰式
・三行詩コンクール表彰

・スポットライ トてんらんかい表彰

・ PTA団体表彰

14:00

0事例発表
「コロナ禍での市P活動」

(吹田市PTA協議会の皆さん)

14:30

0講演会
歌手 :相川 七瀬 氏

16:00

0開会

鐵態麟鮮

贔揚跛聰

大阪購PTA協議会の活動‡こご理解、こ
｀
蟻島轟りがとうござし`ます。

譲た、磯懸ナ禰の中、議々FTA,轟動 :こ ご導壽順しヽてもヽます
FTA関イ系者

鍮警様 |こ |ま この場をお儀り難て心轟りお審L囀 し上‡ザます。

大阪府PTA協議会で‡よ、「PTAIま新時代へほとのス類―ガンのも
と

令澪曇蝶筆薩大限 I:筆 PTA醗究大会を開饉じ`たします。感染状溌も難
毎い

事態が続しヽてしヽくことでしよう.また、PTA鍛在り薄饉争し`ても様
々

な議論がぁるぅかと思懇ヽます。こんな露苺だからこそ、保護者
が子供た

ち|こチャレンジをする姿を罵鷲、{琴か農慧`方法がなしヽかを鸞
‡こ考えて

し、きたも、と考ぇてし、ます。以繭ょぅ轟薄‡こなったとしヽゎれ
てもヽる人通

Åと鍛繋がり鍮大切さ、親の学びの場として、本難究大会を簡催
いた

します。ぜひ、大阪府PTA醤究大会‡こお越しくださ尊`゛

大糠購PTA協議会会長 鶴繭 :筆一

くプ醸フィーブレ>
19了 5年壼用量6醸 饉まれ、大阪姦難、求瓶座、血液壁A懲 整っ

19鶴筆「夢見る少女じやし`られない懇でデピユーして鎖来、

現在譲でのCOト ータル磁―ルス:譲 l鷺0万崚を越えてし`るぃ

2020年 :こデピュ…25爾 奪壁避えた。

膏楽,曇動以外‡こも絵本の轟議や小議「ダ
Iジ ア」、翻本の壁地め

旅エッセギ「神結び」「縁総び」「太鶴と震の結び」な
ど
.を
執筆.

岡山猥総社華、長蕪苺県対轟挙、農撻轟県繭種子
鶴Iの「赤米大鸞」と

して10奪間、儀承文化饉承の濾動をしてし`建.

欝 22年3薦 水郷 蟻菫爾二綾を申心ともた畿纏率、灘寒華、神苺轟市、

書融書の『水螂瀞徴大鰻』‡こ饉寵される。

‡‡な種太攣饉・中学盤・小学壼、3人の予供の子書て中。

‡も畿鍮も、爾攀錢太攀鶴遷文薔臨学糠‡こ入学し3年饉在攣奉。
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大阪メト回谷町線「阿倍野」駅0号出日から西へ50ill

阪堺電車上町線「阿倍野」駅から南西へ180m

大阪メトロ御堂筋線・ JR「天王寺」駅、

近鉄南大阪線「大阪阿倍野橋」駅から南へ800m

肇感染菫予鱗対策のた峰、マスク量時、手ま鶴:穐轟をお願もヽし激
す。

繁言周のすぐれなしヽ薄のご入場‡よご遠慮くださもヽ。 〒545-0052大阪市阿倍野区阿倍野筋449-118

遷轟 あべ鉢ルタ

くださし`。

韓鰺鮮餞撥所

※感染:犬溌‡逼よ‡参、難饉の幸蓋隷よび饉鷺ず

大朧購FTA協議会の寧―ふべ…ジ (鐵t欅 :メ

tiお間もヽ合わせ先

大阪府 FTA協 議会事務局 (平醸10:撻 ～ 16:輔 )

大阪府大阪華都島区誇覇之̈壺-49 大発ど
｀
ル301号

TEL:06-6949‐ 8800  F」贔、XiO恣-6949…惑愚参豊

観all i tttnag群 懸.軸 `轡参os機輔
―諄議̀:p

轟ことがあつます。

/oSa臨―P犠 ,ip)でご穣言意

鋼爾
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阿賠野区罠センター
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